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薄
友
喜
町
長

所  
信  

表  

明
　

７
月
20
日
に
行
わ
れ
た
西
会
津

町
長
選
挙
に
お
い
て
、
町
民
の
皆

様
を
は
じ
め
各
方
面
か
ら
の
ご
支

援
を
賜
り
、
３
期
目
の
町
政
を
担

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
改
め

て
、
町
民
の
皆
様
に
感
謝
と
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
選
挙
は
、
こ
れ
ま
で
の

町
政
運
営
に
対
し
、
皆
様
か
ら
厳

し
く
も
真
摯
な
評
価
を
い
た
だ
く

機
会
で
あ
り
、
町
長
と
し
て
の
歩

み
と
実
績
が
改
め
て
問
わ
れ
た
重

要
な
選
挙
と
な
り
ま
し
た
。
町
民

の
皆
様
の
期
待
の
大
き
さ
を
痛
感

す
る
と
と
も
に
、
私
に
課
せ
ら
れ

た
使
命
、
職
責
の
重
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
２
期
８
年
間
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
や
対
策
、
そ
し
て
未
曾
有
の

大
雨
や
大
雪
に
よ
る
自
然
災
害
対

応
な
ど
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
こ

と
の
連
続
で
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
町
政
を
立
ち
止
ま
ら

せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
「
次
代
を

担
う
人
材
の
育
成
・
確
保
」、「
移

住
定
住
の
促
進
」、「
健
康
長
寿
の

ま
ち
づ
く
り
」、「
福
祉
施
設
の
充

実
」、「
農
林
業
・
商
工
業
・
観
光

業
の
振
興
」、「『
日
本
の
田
舎
、

西
会
津
町
。』
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向

上
に
か
か
る
取
り
組
み
」
な
ど
各

種
施
策
を
着
実
に
進
め
、
ふ
る
さ

と
西
会
津
の
活
力
を
高
め
る
た
め

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、
２
期
目
の
際
に

掲
げ
た
公
約
の
多
く
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
町
民
の
皆

様
を
は
じ
め
、
議
員
の
皆
様
の
ご
理

解
、
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

成
し
得
た
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
年
８
月
５
日
よ
り

３
期
目
と
な
る
４
年
間
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
を
解

決
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
向
上
さ

せ
る
た
め
、
２
期
８
年
の
実
績
を

土
台
に
し
、
次
の
柱
を
基
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

①
子
育
て
・
教
育
環
境
の
充
実
・

強
化

②
若
者
・
結
婚
対
策
の
強
化

③
健
康
で
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

④
産
業(

農･

商･

工)

の
振
興

⑤
観
光
・
移
住
定
住
・
交
流
・
関

係
人
口
の
拡
大

⑥
安
全･

安
心
な
ま
ち
づ
く
り

⑦
デ
ジ
タ
ル
の
ま
ち
づ
く
り

　

こ
れ
ら
の
柱
で
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
育
み
誰
も

が
安
全
安
心
で
住
み
よ
い
・
働
き

や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
と

と
も
に
、
農
業
者
支
援
・
商
工
業

支
援
に
取
り
組
み
、
進
展
す
る
高

齢
者
社
会
へ
の
対
応
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

私
の
町
政
運
営
に
対
す
る
基
本

姿
勢
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ

ん
。「
初
心
を
忘
れ
ず
、
常
に
町

の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
、
町
の

た
め
に
本
気
で
汗
を
か
き
、
公

平
・
公
正
な
町
政
運
営
を
実
践

し
、
町
民
が
主
役
と
な
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
引
き
続
き
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
衷

心
よ
り
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ

所
信
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

―
「
に
ぎ
や
か
な
日
本
の
田
舎
、

　
　
　
　
　

ほ
っ
と
で
き
る　

ふ
る
里　

西
会
津
」

SPECIAL　EDITION

町
民
の
皆
様
が
笑
顔
で
安
全
・
安
心
に
幸
せ
を

感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
誠
心
誠
意

全
力
で
努
め
て
ま
い
り
ま
す  

―
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西会津町総合教育会議を開催
　８月 29 日、 令和７年度の西会津町総合教育会議が町

役場で開催されました。

　はじめに薄町長から 「次代を担う人材の育成には教育

は大変重要である。 教育行政の更なる発展のため、 より

力を入れていきたい」 とあいさつがありました。

　会議では、 教育振興基本計画の年次修正や本年度か

ら新たに取組むこととなった西会津中学校生徒を対象と

した町公営塾 「光桐スタディ」 などについて、 協議や報

告が行われました。

西会津産米の生産振興に係る研修会を開催
　８月７日、 山形県庄内地域の若手生産者組織 F.A.I.N

会長 佐藤吉
よしのり

法さんを講師に 「次世代に繋がる持続可能

な農業経営の在り方」 をテーマとした研修会が町役場で

開催されました。

　本研修は、 担い手の高齢化による人材の不足や事業

継承が大きな課題であることから、 農業者が自ら考え、

将来へ繋げるための農業経営を学ぶことを目的としてい

ます。 研修会では、 町内の農業関係者など 25 人が参

加し、 講演後に行われた質疑応答 ・ 意見交換では国の

施策であるみどりの食料システム戦略での取組みや販売

戦略などについて活発に意見が交わされました。

清野スミさん　百歳賀寿贈呈
　９月 15 日、 清野スミさん （下小島） の満１００歳を祝う

百歳賀寿贈呈式が行われ、 薄町長から賀寿の記念品が

贈られました。

　式では、 孫や曾孫の皆さんから花束とお祝いの品が贈

られた後、 親族を代表して長男の妻の英
ひ で こ

子さんが謝辞を

述べました。

　スミさんの趣味は牛乳パックを使った小物作りや手仕

事、 川柳だそうです。 また、 長生きの秘訣は人とくらべ

ないこと、 好きなことをすることだと話していました。

　9 月 13 日、 道の駅にしあいづよりっせ特設会場で 「第

4 回ミネラル野菜市」 が開かれました。

　ミネラル栽培野菜の販売促進を目的に開催された野菜

市では、 キュウリやナスなどの夏野菜に加え、 カボチャ

や栗などの秋の味覚も販売されました。

　また、「おいし果
か

」 糖度計で糖度を測定した赤いカボチャ

も完売となり、 大盛況となりました。

第4回ミネラル野菜市を開催
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　９月６日、 さゆり公園体育館で敬老会を開催

し、 長年にわたり町や社会の発展に尽力された

皆さんの長寿を祝いました。

　当日は、 75 歳以上の１，６６１人が招待され

200 人が出席しました。

　式典では、 薄町長があいさつした後、 喜寿の

代表 大竹勇一さん （４町内） と米寿の代表 須

藤又市さん （萱本）、 白寿の代表 伊藤アヤ子

さん （出ヶ原） に記念品が贈呈され、 式典の

最後には、 招待者を代表して上野賀代子さん

（橋屋） が謝辞を述べました。

令和 7年度　敬老会令和 7年度　敬老会
　　　　生涯学習発表会　　　　生涯学習発表会 in敬老会in 敬老会

　式典後に行われた生涯学習発

表会では、 町内各所で活躍する

さまざまな社会教育団体の皆さ

んやこゆりこども園の園児たちに

よる踊りや唄、 演奏など 20 演

目が披露されました。

　観客の皆さんは、 楽しそうに耳

を傾け、 手拍子をしたり、 一緒

に踊ったりと大いに楽しみました。

♪さすけねぇ輪音頭では
♪さすけねぇ輪音頭ではあちこちで〝輪 ”が出現！
あちこちで〝輪 ”が出現！

敬老会、敬老会、
　　　　バンザー

イ！バンザーイ！
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第 29 回
   
   

沖
縄
県
大
宜
味
村
児
童
と
の

沖
縄
県
大
宜
味
村
児
童
と
の

     
    

夏
季
交
流
事
業

夏
季
交
流
事
業

　

健
康
・
長
寿
の
取
り
組
み
が

き
っ
か
け
と
な
り
平
成
６
年
か

ら
始
ま
っ
た
沖
縄
県
大
宜
味
村

児
童
と
の
交
流
事
業
は
、
本
年

で
29
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今

回
の
夏
季
交
流
事
業
に
は
西

会
津
小
学
校
６
年
生
24
人
が
参

加
し
、
７
月
25
日
か
ら
28
日
ま

で
の
３
泊
４
日
で
実
施
し
ま
し

た
。

　

役
場
前
で
行
っ
た
出
発
式
で

は
、
児
童
を
代
表
し
て
長
谷
川

里り

お桜
さ
ん
が
「
沖
縄
の
文
化
や

食
べ
物
に
つ
い
て
体
験
し
、
全

員
が
楽
し
か
っ
た
と
言
え
る
交

流
に
し
た
い
」
と
誓
い
の
こ
と

ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

大
宜
味
村
に
到
着
し
て
か
ら

は
、
大
宜
味
村
の
宮み
や
ぎ
ま
さ
の
ぶ

城
政
信
教

育
長
を
は
じ
め
大
宜
味
村
児
童

や
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
歓
迎
を

受
け
ま
し
た
。
歓
迎
式
・
対
面

式
で
は
、
町
の
参
加
児
童
を
代

表
し
て
長
谷
川
春
子
さ
ん
が

「
沖
縄
県
の
食
べ
物
・
料
理
に

興
味
が
あ
り
、
文
化
や
生
活
習

慣
の
違
い
を
見
る
こ
と
や
、
平

和
に
つ
い
て
考
え
、
な
に
よ
り

も
皆
さ
ん
と
友
達
に
な
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

交
流
活
動
で
は
、
台
風
の
接

近
に
伴
い
、
予
定
し
て
い
た
マ

リ
ン
体
験
は
中
止
に
な
る
可
能

性
も
あ
り
ま
し
た
が
「
沖
縄
の

海
を
体
験
し
た
い
！
」
と
児
童

ら
の
願
い
が
通
じ
た
の
か
、
体

験
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
安
全

な
状
況
下
で
自
由
遊
泳
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
沖
縄
の
自
然

学
習
「
干ひ
が
た潟

観
察
会
」
で
は
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
を
間
近
に
見
た

り
、
シ
オ
マ
ネ
キ
を
探
し
た
り

と
、
沖
縄
な
ら
で
は
の
貴
重
な

体
験
を
し
、
児
童
ら
は
大
宜
味

村
の
友
達
と
交
流
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

　

３
日
目
の
お
別
れ
式
で
は
、

武
藤
麗れ

あ亜
さ
ん
が
「
楽
し
か
っ

た
体
験
で
友
達
に
な
り
、
雪
の

あ
る
西
会
津
で
２
月
に
会
え
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
」
と
冬
の
再
会
を
誓
い
ま
し

た
。

　

４
日
目
は
沖
縄
の
歴
史
に
つ

い
て
学
習
し
、
沖
縄
戦
戦
没
者

の
名
前
が
刻
ん
で
あ
る
「
平
和

の
礎
」
で
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、「
ひ
め
ゆ
り
平
和
祈
念

資
料
館
」
で
は
生
存
者
の
証
言

記
録
や
映
像
で
戦
争
に
つ
い
て

学
び
、
平
和
の
大
切
さ
を
深
く

心
に
留
め
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
の
皆
さ
ん

は
、
今
回
の
交
流
事
業
を
通
し

て
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
と
と

も
に
異
な
る
文
化
に
対
す
る
理

解
を
学
び
、
大
き
く
成
長
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

いちゃりばちょーでーいちゃりばちょーでー
（沖縄の方言：一度会ったら皆兄弟という意味）（沖縄の方言：一度会ったら皆兄弟という意味）

 くわっちーさびら くわっちーさびら

（いただきます）（いただきます）

やった～！やった～！
海に入れたよ♪
海に入れたよ♪

干潟観察会干潟観察会

迫力あるエイサーを目の前で！迫力あるエイサーを目の前で！

戦後 80 年　沖縄戦を学習戦後 80 年　沖縄戦を学習

ひめゆりの塔で献花し冥福を祈りましたひめゆりの塔で献花し冥福を祈りました

たのしかったね
たのしかったね

役場前にて出発式役場前にて出発式那覇空港に到着！那覇空港に到着！



西中町民図書館  新刊オススメ本西中町民図書館  新刊オススメ本

「公民館だより」に関するお問い合わせは、生涯学習課・生涯学習係まで（☎ 45―3244）

町民ギャラリー　日本陶芸の会町民ギャラリー　日本陶芸の会
今月は、福澤　明生さん（９町内２）の作品です。

作品紹介

　「花器、 器」

　　５月から 10 月まで週２回、 皿 ・ 花器 ・

　コップ等々を作り、 お互い研鑽しています。

　　今回は、 花器 ・ 器にしました。

『一橋桐子 （79） の相談日記』

[ 原田　ひ香 著 ]

徳間書店

『こんなことで、

　　　　　　　死にたくなかった』

[ 高木　徹也 著 ]

三笠書房

『灰になったら夫婦円満』

[ 小川　有里 著 ]

草思社

『大人のさずかりエクササイズ』

[ 青山　遥　著 ]

主婦と生活社

『えにし屋春秋　夫婦じまい』

[ あさの　あつこ  著 ]

角川春樹事務所

　題名を見ただけで、 なに？気になる！？と思わ

ず手に取ってしまう人は、 長年連れ添った夫 （妻）

に何かしら思うところがある人が多いのではないで

しょうか。

　実話なのかと思ってしまいそうになるくらい高齢

者の直面する遺産や介護、 墓問題、 恋愛、 嫉妬

に再婚…。 老いに直面した時に発する本音や心の

乱高下をユーモアたっぷりの文章で綴った短編集

です。

　読後はパートナーへの愛と思いやりの気持ちが込

み上げてくること間違いなし！

※休館日 ： 毎週月曜日、

　　　　　　　 第３日曜日

第２回野沢町内親善スポーツ・レクリエーション大会第２回野沢町内親善スポーツ・レクリエーション大会
　８月 31 日、 「第２回野沢町内親善スポーツ・レクリエー

ション大会」 をさゆり公園体育館で行いました。

　本年度は 11 チームが参加し、 200 人以上の野沢地区

の皆さんが集まり「ケツアツ測定」、「ゆっくり急いで」など、

幅広い年齢の人たちがさまざまな種目でチームプレーを

楽しみ、 地域の絆が深まった大会となりました。

第 57 回新郷地区第 57 回新郷地区

町民体育祭を開催 !町民体育祭を開催 !
　８月３１日、 「第５７回新郷地区町民

体育祭」を新郷体育館で行い、５チー

ムが参加しました。 毎年行われてい

る 「縄ないリレー」 や 「輪投げ競争」、

ニュースポーツの 「ボッチャ」 など、

６種目で競いました。 参加者は競技

やチームの応援など、 集落を越えた

交流を楽しみました。

７町内

９町内

８町内

。

笹川 A
冨士 B

豊洲 A

石川紀江さん石川紀江さん（本町）（本町）手芸展手芸展

開催時期：～ 10 月下旬開催時期：～ 10 月下旬

気軽に立ち寄りください。気軽に立ち寄りください。

町民ミニミニ美術館町民ミニミニ美術館

（町役場１階町民ホール）（町役場１階町民ホール）
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ご寄付ありがとうございます

山会がチャリティーショーの益金を寄付ョーの益金を寄付桃
　８月 21 日、桃山会普門連合会の佐藤新一さん（写
真中央）と青木照夫さん（写真右）が町役場を訪
れ、７月 12 日に開催した桃山会民謡カラオケチャ
リティーショーの益金の一部を寄付しました。
　町社会福祉協議会の会長を務める薄町長へ手渡さ
れた寄付金は、町の社会福祉の充実と向上に役立て
られます。

議
案
21
件
を
審
議
・
可
決

月
町
議
会
定
例
会
報
告

９

　

９
月
５
日
か
ら
16
日
ま
で
を
会
期
に
開
か
れ
た
令
和
７
年
第
５
回

町
議
会
定
例
会
で
は
、
条
例
の
一
部
改
正
や
令
和
６
年
度
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
、
令
和
７
年
度
補
正
予
算
な
ど
議
案
21
件
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。
町
政
の
主
要
事
項
報
告
の
内
容
お
よ
び
可
決
さ
れ
た
議
案

は
次
の
と
お
り
で
す
。

可
決
さ
れ
た
議
案

◆
町
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
改

正
＝
県
の
税
特
別
措
置
条
例
の

改
正
に
伴
う
所
要
の
改
正

◆
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
＝
地
方
公
務
員
の
育

児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
に
伴
う
所
要
の
改
正

◆
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
＝
人

事
院
規
則
に
よ
る
仕
事
と
生
活

の
両
立
支
援
の
拡
充
に
係
る
措

置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
う

所
要
の
改
正

◆
令
和
６
年
度
決
算
の
認
定
（
一

般
会
計
ほ
か
）

◆
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
次
）
＝
普
通
交
付
税

の
決
定
お
よ
び
令
和
６
年
度

繰
越
金
の
確
定
、
物
価
高
騰

対
応
重
点
支
援
給
付
金
等
に

係
る
経
費
の
追
加
計
上
な
ど

２
億
８
１
０
０
万
５
千
円
を
増

額
◆
令
和
７
年
度
特
別
会
計
補
正
予

算
（
後
期
高
齢
者
医
療
・
国
民

健
康
保
険
・
介
護
保
険
）

◆
町
特
別
功
労
表
彰
者
の
決
定
へ

の
同
意
＝
須
藤
又
市
さ
ん
（
萱

本
）・
薄
祥
男
さ
ん
（
平
明
）

の
決
定
に
同
意

◆
財
産
の
取
得
＝
町
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
に
権
利
保
護
ス
ク
ラ
ン
ブ

ル
装
置
を
導
入
・
西
会
津
診
療

所
お
よ
び
群
岡
診
療
所
の
臨
床

検
査
シ
ス
テ
ム
の
更
新

◆
町
道
の
路
線
変
更
＝
小
杉
山
線

改
良
工
事
の
完
了
に
よ
る
起
点

の
字
名
お
よ
び
地
番
の
変
更

お気軽に相談ください

の行政相談・人権相談を行います
　９月１日から 10 月 31 日は「行政相談月間」です。
町では、特設行政相談所を開設し、役所や特殊法人
などの仕事に対する苦情や意見、要望を受け付け、
解決のお手伝いをします。
　また、併せて特設人権相談所を開設し、人権問題
に関する相談などに応じます。相談は無料で秘密は
堅く守られます。気軽に相談ください。
◆行政相談委員　田崎宗作さん（小杉山）
◆人権擁護委員　 長澤文子さん（芝草）
　　　　　　　　鈴木賢治さん（山口）
　　　　　　　　石田良作さん（小綱木）

◎ 10 月 15 日（水）
　午前９時 30 分～正午　新郷連絡所
　午後１時～３時 30 分　奥川みらい交流館
◎ 10 月 16 日（木）
　午前９時 30 分～正午　保健センター
　午後１時～３時 30 分　町役場（第１委員会室）
〈問い合わせ先〉
（行政相談）総務課 総務広報係　
　　　　　　　　　☎４５―２２１１
（人権相談）町民税務課 町民生活係
　　　　　　　　　☎４５―２２１５

秋秋

町
政
の
主
要
事
項

報
告
か
ら

渇
水
対
策
の
状
況

　

町
で
は
、
梅
雨
時
期
お
よ
び
梅

雨
明
け
後
の
降
雨
量
が
少
な
い
こ

と
に
よ
る
水
不
足
の
状
況
を
踏
ま

え
、
渇
水
の
被
害
防
止
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
西
会
津
町
渇
水

対
策
本
部
を
７
月
30
日
に
設
置
し

ま
し
た
。

　

対
策
本
部
で
は
、
特
に
農
業
用

水
に
つ
い
て
、
出
穂
期
に
必
要
な

水
を
確
保
す
る
た
め
揚
水
ポ
ン
プ

を
使
用
す
る
農
家
や
自
治
区
が
あ

り
、
例
年
に
な
い
経
費
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ポ
ン
プ
の
購

入
費
や
燃
料
費
な
ど
の
一
部
を
補

助
す
る
「
農
作
物
等
渇
水
対
策
事

業
」
を
一
般
会
計
予
備
費
を
活
用

し
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
で
は
当
該
補
助
金
の

早
期
交
付
に
向
け
た
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
速
や
か
な
補
助
金
の

交
付
に
よ
り
農
家
負
担
の
軽
減
に

努
め
ま
す
。

温
泉
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
の

温
泉
利
用
再
開

　

昨
年
８
月
か
ら
進
め
て
い
る
温

泉
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
の
温
泉
掘

削
工
事
に
つ
い
て
、
新
た
な
源
泉

を
汲
み
上
げ
る
動
力
ポ
ン
プ
な
ど

の
設
置
工
事
や
新
た
な
配
管
の
更

新
工
事
を
本
年
度
よ
り
着
手
し
て

い
ま
し
た
が
、
工
期
で
あ
る
９
月

11
日
ま
で
に
全
て
の
工
事
が
完
了

す
る
見
込
み
と
な
っ
た
た
め
、
10

月
４
日
か
ら
温
泉
利
用
を
再
開
予

定
で
す
。

　

今
後
は
、
温
泉
施
設
内
の
配
管

や
露
天
風
呂
の
清
掃
・
消
毒
作
業

な
ど
を
実
施
し
、
町
振
興
公
社
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
温
泉
利
用
再

開
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

Ｚ
Ｅ
Ｎ
大
学
の
受
入
れ

　

９
月
１
日
よ
り
、
学
校
法
人
日

本
財
団
ド
ワ
ン
ゴ
学
園
が
運
営
す

る
「
Ｚ
Ｅ
Ｎ
大
学
」
に
よ
る
本
町

で
の
地
域
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、
奥
川
地
域
づ
く
り

協
議
会
と
と
も
に
３
者
で
締
結
し

た
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
き
「
西

会
津
町
奥
川
郷
を
舞
台
に
、
地
域

の
在
り
方
・
地
域
の
形
を
学
ぶ
」

と
題
し
た
も
の
で
、
Ｚ
Ｅ
Ｎ
大
学

の
学
生
ら
が
約
１
ヶ
月
間
奥
川
地

域
に
滞
在
し
、
奥
川
地
域
で
の
生

活
や
交
流
、
農
園
な
ど
で
の
体
験

活
動
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
地

域
へ
の
貢
献
」
と
「
学
生
自
身
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
」
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

町
に
と
っ
て
は
、
交
流
・
関
係

人
口
の
更
な
る
拡
大
と
人
材
の
確

保
へ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
た

め
、
今
後
も
積
極
的
に
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

公
営
塾
の
開
塾

　

８
月
27
日
、
西
会
津
中
学
校
の

生
徒
を
対
象
と
し
た
町
に
よ
る
公

営
塾
が
開
塾
し
ま
し
た
。

　

本
塾
は
、
学
習
習
慣
の
定
着
と

基
礎
学
力
の
向
上
に
向
け
、
学
校

教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
中
心
に
５

人
の
講
師
の
も
と
学
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

塾
の
名
称
は
西
会
津
中
学
校
の

象
徴
で
あ
る
「
光
桐
」
に
、
主
体

的
な
学
習
意
欲
を
醸
成
す
る
意
味

を
こ
め
て
「
光
桐
ス
タ
デ
ィ
」
と

し
、
現
在
39
人
が
参
加
し
て
い
ま

す
。
町
で
は
、
今
後
も
学
校
と
の

連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
公
営
塾

の
円
滑
な
運
営
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

鳥
獣
被
害
の
防
止
対
策

　

町
で
は
、
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

の
基
本
方
針
と
し
て
「
被
害
防

除
」「
環
境
整
備
」「
捕
獲
」
の
３

つ
の
対
策
を
複
合
的
に
実
施
し
、

地
域
と
行
政
、
猟
友
会
等
が
一
体

と
な
っ
て
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

本
年
度
の
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

の
状
況
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年

９
月
３
日
現
在
、
個
人
19
件
・
団

体
６
件
の
電
気
柵
設
置
に
対
し

て
、
町
よ
り
経
費
の
助
成
を
行

い
、
合
計
で
延
長
約
10
・
５
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
電
気
柵
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
つ
い

て
は
、
イ
ノ
シ
シ
22
頭
、
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
14
頭
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
17

頭
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
１
頭
を
捕
獲
し

ま
し
た
。

　

町
で
は
、
引
き
続
き
人
身
被
害

防
止
に
向
け
た
注
意
喚
起
を
行
う

と
と
も
に
、
集
落
ぐ
る
み
の
被
害

防
止
活
動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
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ふ
る
さ
と
ま
つ
り
を
生
中
継
で

お
送
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
特
番
で
野
沢
祭
礼
や
認

知
症
予
防
番
組
な
ど
を
放
送
予
定

で
す
。

　
〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

（
一
社
）西
会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

　

☎
45
―
４
４
６
１

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル

10
月
の
放
送
案
内

お知らせ
INFORMATION

ク
マ
の
誘
因
物

管
理
の
お
願
い

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
冬
眠
す

る
た
め
の
エ
サ
を
求
め
て
人
里
周

辺
に
ク
マ
が
出
没
す
る
可
能
性
が

高
ま
り
ま
す
。
ク
マ
の
エ
サ
と
な

る
米
ぬ
か
や
生
ゴ
ミ
な
ど
は
屋
外

に
放
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
屋
内
に
保
管
し
て
あ
る

米
ぬ
か
な
ど
を
狙
っ
て
、
屋
内
に

進
入
す
る
事
例
も
発
生
し
て
い
ま

す
の
で
、
玄
関
や
窓
の
戸
締
り
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

野
生
キ
ノ
コ
な
ど
の

出
荷
に
お
け
る
注
意

さ
れ
て
い
る
た
め
、
利
用
す
る
際

は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課

　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

　

秋
の
農
作
物
の
収
穫
時
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。
農
作
業
中
の
事
故

は
、
農
作
業
機
械
を
使
用
す
る
際

の
不
注
意
や
、
操
作
の
誤
り
が
原

因
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ゆ
と
り
あ
る
計
画
的
な
作
業
を

心
掛
け
、
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

◆
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

○
安
全
確
認
を
行
い
、
誤
操
作
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
注
意
を
払
い

作
業
す
る

○
ほ
場
へ
の
進
入
、
脱
出
時
、
畦

越
え
時
は
特
に
注
意
す
る

○
道
路
を
走
行
す
る
際
は
安
全
な

速
度
で
移
動
す
る　

な
ど

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

農
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

秋
の
農
作
業
事
故
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

農
林
水
産
物
緊
急
時

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
事
業

を
実
施
し
ま
す

　

県
で
は
、
野
生
キ
ノ
コ
の
出
荷

制
限
解
除
に
向
け
た
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
次
に
よ
り
町
内
で

検
体
の
探
索
と
採
取
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

期
間
中
は
県
か
ら
委
託
を
受
け

た
業
者
が
山
に
入
り
、
野
生
キ
ノ

コ
を
探
索
、
採
取
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
採
取
予
定
期
間

12
月
ま
で

◆
対
象
品
目

　

ヒ
ラ
タ
ケ
、
ブ
ナ
ハ
リ
タ
ケ

◆
採
取
量

　

１
検
体
当
た
り
３
５
０
㌘
か
ら

１
０
０
０
㌘
程
度
を
町
内
全
域
か

ら
満
遍
な
く
採
取
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

県
会
津
農
林
事
務
所

　

森
林
林
業
部　

林
業
課

　

☎
０
２
４
１
―
24
―
５
７
３
４

　

農
林
振
興
課　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

　

マ
イ
タ
ケ
、
ナ
メ
コ
、
ム
キ
タ

ケ
、
ク
リ
タ
ケ
を
除
く
野
生
キ
ノ

コ
は
全
て
出
荷
制
限
品
目
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
出
荷
で
き
ま
せ

ん
。
昨
今
、
フ
リ
マ
ア
プ
リ
な
ど

を
介
し
た
個
人
売
買
に
よ
る
山

菜
・
野
生
キ
ノ
コ
の
出
荷
も
確
認

く
だ
さ
い

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　

町
で
は
、
20
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　

10
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
12
時

◆
会
場　

よ
り
っ
せ
２
階
研
修
室

希
望
す
る
場
合
は
左
記

ま
で
申
込
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

福
祉
介
護
課　

介
護
係

　

☎
45
―
２
２
１
４

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

ホームページを
チェックしてね！

オープニングセレモニー

10 月 25 日（土）

９時～

10 時～
10 時 30 分～

11 時～ 民俗芸能と民謡の集い

福島レッドホープス野球教室
丞神デナーＳＨＯＷ！！（1 回目）

◆主なイベントスケジュール

10 月 26（日）10 月 26（日）

９時～

９時 20 分～

11 時 30 分～

にしあいづ紅葉ウォーク

10 時～　　 第 26 回桐ゲタ投げ全国大会

西会津ふるさとじゃんけん大会

参加者募集
　共催：第16回いきいき健康ウォーク in西会津

New！

　

第
40
回
を
数
え
る
秋
の
恒
例
イ

ベ
ン
ト
「
西
会
津
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
」
が
10
月
25
日
（
土
）、
26
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
恒

例
の
「
桐
ゲ
タ
投
げ
全
国
大
会
」、

「
に
し
あ
い
づ
紅
葉
ウ
ォ
ー
ク
」

を
は
じ
め
、
お
笑
い
芸
人
や
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
笑
い
あ
り
、
音

楽
あ
り
の
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
「
さ

ゆ
り
ラ
フ
＆
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ

ス
」
を
本
年
も
開
催
す
る
ほ
か
、

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
、
誰
で
も

参
加
可
能
で
、
西
会
津
町
の
特
産

品
が
あ
た
る
「
西
会
津
ふ
る
さ
と

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
」
も
開
催
し
ま

す
。

10 月 25 日、26 日は

西会津　　るさとまつり
日は

る　る

　

ス
テ
ー
ジ
以
外
で
は
、
子
ど
も

達
に
人
気
の
「
Ｎ
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ

ン
ト
」や「
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
」、福
島
レ
ッ

ド
ホ
ー
プ
ス
に
よ
る
野
球
教
室
を

開
催
す
る
ほ
か
、新
た
に「
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
体
験
会
」
を
開
催
予
定

で
す
。

　

ま
た
、
新
そ
ば
な
ど
の
西
会
津

の
秋
の
味
覚
が
味
わ
え
る
「
青
空

市
場
」
や
味
噌
ラ
ー
メ
ン
や
ス

イ
ー
ツ
な
ど
の
出
店
コ
ー
ナ
ー
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
町
内
外
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
グ
ル
メ
が
軒
を
連
ね

ま
す
。

　

西
会
津
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
に
ぜ

ひ
来
場
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

町
ふ
る
さ
と
振
興
推
進
委
員
会

事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
）

　

☎
45
―
２
２
１
３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
45
―
４
１
９
９

さゆりラフ＆ミュージック
フェス 2025

13 時 15 分～

14 時～

丞神デナーＳＨＯＷ！！（２回目）

福島レッドホープスファン感謝祭

西会津人常識チェック

14 時 40 分～

ル

詳細は配付されるチラシを確認してください。

体育
館内
の展示は

体育
館内
の展示は

10
月 23 日 （木）

10
月 23 日 （木）

プ

レオ
ープンします

プ

レオ
ープンします

出会い！出会い！

発見！発見！

創造！創造！

参加者募集

ホー
チェ
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

３
Ｒ（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）

推

進

月

間

　

国
で
は
、
循
環
型
社
会
の
構
築

に
向
け
３
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
お
り
、

10
月
は
そ
の
推
進
月
間
で
す
。

　

限
り
あ
る
資
源
を
未
来
の
世
代

に
つ
な
い
で
い
く
た
め
、
買
い
過

ぎ
を
控
え
る
、
物
を
大
切
に
使
う

な
ど
、
日
々
の
生
活
を
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

◆
３
Ｒ（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）と
は

リ
デ
ュ
ー
ス

ご
み
の
発
生
や
資
源
の

消
費
を
減
ら
す
こ
と

リ
ユ
ー
ス

物
や
資
源
を
繰
り
返
し

使
う
こ
と

リ
サ
イ
ク
ル

資
源
と
し
て
再
び
使
う

こ
と

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課　

町
民
生
活
係

　

☎
45
―
２
２
１
５

農
業
者
年
金
制
度

の

お

知

ら

せ

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の
老

後
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
に
発

足
し
た
制
度
で
す
。

　

納
付
し
た
保
険
料
と
そ
の
運
用

益
で
将
来
受
給
す
る
年
金
の
原
資

と
し
て
積
み
立
て
、
そ
の
額
に
よ

り
年
金
額
が
決
ま
り
ま
す
。

　

加
入
要
件
は
次
の
３
項
目
全
て

に
該
当
す
る
農
業
者
で
す
。
詳
し

く
は
町
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
加
入
要
件

①
60
歳
未
満

②
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

③
年
間
60
日
以
上
、
農
業
に
従
事

し
て
い
る
こ
と

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
45
―
４
５
３
１

食
味
分
析
計
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

興
課
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間
（
開
庁
日
の
み
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課　

農
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

　

町
で
は
、
良
食
味
米
生
産
技
術

の
向
上
な
ど
を
図
る
た
め
、
米
の

食
味
分
析
計
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
測
定
を
希
望
す
る
場
合
は
、

玄
米
５
０
０
㌘
を
町
役
場
農
林
振

ふ
く
し
ま
駅
伝
応
援

ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　

毎
年
恒
例
「
ふ
く
し
ま
駅
伝
」

に
本
年
も
西
会
津
町
チ
ー
ム
が

参
加
し
ま
す
。
町
民
の
代
表
と
し

て
走
る
選
手
を
応
援
し
ま
し
ょ

う
！

◆
出
発
日
時

11
月
16
日
（
日
）

　

午
前
６
時
20
分
出
発

　
（
午
後
４
時
解
散
予
定
）

◆
集
合
場
所

西
会
津
町
役
場

◆
参
加
費

　

無
料
（
昼
食
代
は
自
己
負
担
）

◆
申
込
期
限　

11
月
４
日
（
火
）

◆
募
集
人
数

20
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

※
参
加
者
が
５
人
未
満
の
場
合
は

中
止
し
ま
す
。
小
学
生
以
下
の

児
童
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
く

だ
さ
い
。

◆
応
援
場
所
（
予
定
）

第
３
中
継
所
（
矢
吹
町
役
場
）
〜

第
10
区
本
宮
市
内
沿
道
（
五
百

川
地
区
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
付
近
）

〜
第
16
区
県
庁
前
（
ゴ
ー
ル
地
点
）

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
公
民
館　

☎
45
―
３
２
４
４

ひ
と
り
親
家
庭
の

医
療
費
を
助
成

　

町
で
は
、
18
歳
ま
で
の
子
ど
も

が
い
る
父
子
・
母
子
家
庭
な
ど
に

対
し
、
所
得
に
応
じ
て
医
療
費
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
受
給

資
格
の
登
録
を
希
望
す
る
場
合

は
、
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
登
録
済
み
で
受

給
者
証
を
持
っ
て
い
る
人
に
は
、

更
新
手
続
き
の
お
知
ら
せ
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
申
請
期
限
ま
で
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
類
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

健
康
増
進
課　

国
保
係

　

☎
45
―
４
５
３
２

や
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度（
健

康
増
進
課
☎
45
―
４
５
３
２
）

も
同
様
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
各
担
当
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課　

税
務
係

　

☎
45
―
２
２
１
２

国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
に
つ
い
て

◆
倒
産
や
解
雇
、
雇
い
止
め
な
ど

に
よ
る
離
職
（
非
自
発
的
失
業

者
）
に
対
す
る
軽
減

　

倒
産
や
解
雇
な
ど
や
む
を
得
な

い
理
由
で
離
職
さ
れ
た
人
は
、
申

請
に
よ
り
国
保
税
が
軽
減
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
対
象
者

○
離
職
日
時
点
で
65
歳
未
満
の
人

○
雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
を
受

け
る
人
で
、「
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
」
の
離
職
理
由
コ
ー

ド
が
、
11
、
12
、
21
、
22
、

23
、
31
、
32
、
33
、
34
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

◆
軽
減
の
内
容

　

国
保
税
は
前
年
度
所
得
な
ど
を

基
に
算
定
さ
れ
ま
す
が
、
軽
減
に

該
当
し
た
場
合
は
、
離
職
者
の
前

年
度
給
与
所
得
を
３
割
に
減
額
し

た
額
と
見
な
し
て
算
定
し
ま
す
。

◆
軽
減
期
間

　

離
職
し
た
翌
日
か
ら
翌
年
度
末

ま
で

※
な
お
、
介
護
保
険
制
度
（
福

祉
介
護
課
☎
45
―
２
２
１
４
）

不
正
軽
油
撲
滅

強

化

月

間

　

県
で
は
、
毎
年
10
月
を
「
不
正

軽
油
撲
滅
強
化
月
間
」
と
定
め
、

関
係
団
体
と
協
力
し
て
、
不
正
軽

油
の
排
除
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

軽
油
に
課
税
さ
れ
る
軽
油
取
引

税
を
脱
税
す
る
目
的
で
、
軽
油
に

灯
油
や
重
油
を
混
ぜ
る
な
ど
し
て

製
造
さ
れ
る
燃
料
、い
わ
ゆ
る「
不

正
軽
油
」
が
正
常
な
軽
油
と
偽
っ

て
販
売
・
使
用
さ
れ
て
い
る
事
例

が
あ
り
ま
す
。

「
不
正
軽
油
を
作
ら
な
い
・
売

ら
な
い
・
買
わ
な
い
・
使
わ
な
い
」

　

不
正
軽
油
の
防
止
・
撲
滅
に

は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
と
情

報
提
供
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
不
正

軽
油
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、

左
記
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

不
正
軽
油
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
（
県
庁
税
務
課
）

☎
０
２
４
―
５
２
１
―
７
２
０
５

会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　

☎
０
２
４
２
―
29
―
５
２
６
４

国
保
の
手
続
き
は

済
ん
で
い
ま
す
か
？

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
ま
た

は
脱
退
し
た
時
は
、
14
日
以
内
に

国
保
の
変
更
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
手
続
き
は
同
世
帯
の
家

族
で
も
可
能
で
す
。

◆
手
続
き
が
遅
れ
る
と
…

　

国
保
税
が
請
求
さ
れ
続
け
た

り
、
一
度
に
納
め
る
税
額
が
高
額

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
国
保
の
資
格
喪
失
後
に
誤
っ

て
国
保
の
資
格
確
認
書
等
で
医
療

機
関
を
受
診
し
た
場
合
、
国
保
が

負
担
し
た
医
療
費
を
返
還
す
る
必

要
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

健
康
増
進
課　

国
保
係

　

☎
45
―
４
５
３
２

　

町
で
は
、
車
の
運
転
に
不
安
の

あ
る
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の
自

主
返
納
を
促
進
し
、
高
齢
運
転
者

に
よ
る
交
通
事
故
の
減
少
を
図
る

た
め
、
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支

援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者

　

運
転
経
歴
証
明
書
が
発
行
さ
れ

た
65
歳
以
上
の
人

※
運
転
経
歴
証
明
書
は
警
察
署
で

の
交
付
申
請
手
続
き
と
な
り
ま

す
。
運
転
免
許
の
更
新
を
せ
ず

失
効
し
た
人
も
、
運
転
経
歴
証

明
書
を
発
行
し
て
も
ら
え
ま
す
。

◆
支
援
内
容

　

町
民
バ
ス
回
数
券
・
タ
ク
シ
ー

利
用
券
・
町
共
通
商
品
券
の
中
か

ら
３
万
円
相
当
。

　

支
援
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

は
、
左
記
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
民
税
務
課　

町
民
生
活
係

　

☎
45
―
２
２
１
５

運
転
免
許
証
の

自

主

返

納

を

支

援

し

ま

す

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
〈問い合わせ先〉
　総務課　総務広報係　☎４５―２２１１

日
）
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

ラジオ体操を続けている人は、体内
年齢、血管年齢、肺年齢、骨密度など
健康状態が良好であることが明らかに
なっています。
　皆さんで、正しいラジオ体操を身に
つけ「からだ・こころ・つながり」の
健康づくりを目指しましょう。

開催日：10月 19日（日）
時　間：10時～ 11時 30分
会　場：さゆり公園体育館

◎申込は不要です。
◎     動きやすい服装・室内運動靴・タオル・
　水分補給用の飲み物を準備して参加ください。
◎基本的な感染症対策にご協力ください。

〈問い合わせ先〉
健康増進課 さすけねぇ輪けんこう係
☎４５―４５３２

◆アシスタント
NPO法人
全国ラジオ体操連盟指導委員

五日市　祐子　先生

◆実技講師
NPO法人
全国ラジオ体操連盟指導委員

桜田　敬子　先生

講師紹介

【
第
２
次
募
集
】
若
干
名

◆
入
寮
諸
費

●
入
寮
金　
　

８
万
円

●
寮
費　

毎
月
５
万
円

※
朝
夕
２
食
（
月
〜
土
）、
個
室

電
気
料
以
外
の
光
熱
費
な
ど
を

含
む
。
な
お
、
食
事
に
つ
い
て

は
日
曜
や
祝
日
、
お
盆
、
年
末

年
始
、
３
月
下
旬
の
提
供
は
あ

り
ま
せ
ん
。

●
電
気
料　

毎
月
２
千
円

※
毎
月
積
立
て
し
、
年
度
末
に
使

用
メ
ー
タ
ー
量
に
よ
っ
て
精
算
。

◆
提
出
書
類

①
入
寮
願
・
家
庭
状
況
調
査

②
高
校
の
調
査
書

（
出
身
高
校
よ
り
交
付
を
受
け

て
提
出
。
本
人
開
封
無
効
）

③
大
学
入
学
許
可
書
の
写
し

（
未
発
表
の
時
は
受
験
票
の
写

し
。
１
年
生
は
在
学
証
明
書
）

◆
募
集
期
間

【
第
１
次
募
集
】

11
月
１
日
（
土
）
〜
30
日
（
日
）

【
第
２
次
募
集
】

　

令
和
８
年
１
月
15
日
（
木
）

〜
２
月
14
日
（
土
）

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

公
益
財
団
法
人　

会
津
学
生
寮

　

☎
03
―
３
９
４
７
―
０
３
２
５

会

津

学

生

寮

入
寮
生
募
集
！

　

会
津
学
生
寮
で
は
、
東
京
近
郊

の
大
学
に
就
学
す
る
男
子
学
生
を

対
象
に
、
令
和
８
年
度
入
寮
生
を

募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格

①
現
在
会
津
に
居
住
し
て
い
る
か
、

保
護
者
等
が
会
津
出
身
で
あ
る

な
ど
、
会
津
に
縁
が
あ
る
こ
と

②
原
則
と
し
て
４
年
制
の
大
学
に

入
学
す
る
人
、
ま
た
は
第
２
学

年
に
進
級
す
る
在
学
生
。
あ
る

い
は
こ
れ
に
準
ず
る
人

③
心
身
と
も
に
健
康
で
共
同
生
活

の
で
き
る
男
子
学
生

◆
募
集
人
数

【
第
１
次
募
集
】
３
人
程
度

司
法
書
士
に
よ
る

暮

ら

し

の

法

律

相

談

会

◆
感
染
対
策
に
つ
い
て

○
検
温
に
よ
る
健
康
管
理
、
マ
ス

ク
着
用
、
手
指
消
毒
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
風
邪
な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
る

時
は
事
前
に
電
話
で
連
絡
く
だ

さ
い
。

〈
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
45
―
４
２
５
９

　

身
の
回
り
の
法
律
問
題
で
困
っ

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
「
土
地
の
名
義
を
書
き
換
え
た

い
」「
借
金
問
題
で
悩
ん
で
い
る
」

「
相
続
の
手
続
き
が
分
か
ら
な

い
」
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
相
談
に
司
法
書
士
が
無
料
で
応

じ
ま
す
。
相
談
は
個
別
に
行
い
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
相
談
時
間

は
30
分
で
す
。

◆
日
時

11
月
12
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　
（
最
終
受
付
は
午
後
４
時
）

◆
場
所
（
受
付
）

　

町
公
民
館　

２
階
日
本
間

◆
主
催

　

福
島
県
司
法
書
士
会

　
（
後
援
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

◆
予
約

11
月
７
日
（
金
）
ま
で
に
相
談

時
間
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　

予
約
件
数
が
定
数
と
な
っ
た
場

合
は
期
日
前
で
も
受
付
を
終
了
し

ま
す
。

みんなで楽しく

体を動かそう！

建
設
業
の
退
職
金

な
ら
建
退
共
制
度

　

建
退
共
制
度
は
、
建
設
現
場
で

働
く
労
働
者
の
た
め
に
、
国
が

作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

事
業
主
が
建
設
現
場
で
働
く
労

働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
、

掛
金
を
充
当
し
、
労
働
者
が
建
設

業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き

に
、
建
退
共
か
ら
退
職
金
が
支
払

わ
れ
る
、
建
設
業
界
全
体
で
の
退

職
金
制
度
で
す
。

　

退
職
金
は
国
が
決
め
た
基
準
に

よ
り
計
算
さ
れ
確
実
に
支
払
わ
れ

る
た
め
安
心
・
安
全
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

建
退
共
福
島
支
部

　

☎
０
２
４
―
５
２
３
―
１
６
１
８

ラジオ体操講習会 を開催します　参加無料
ラジオ体操を

国

勢

調

査

の

お

知

ら

せ

　

令
和
７
年
10
月
１
日
現
在
、
日

本
に
住
ん
で

い
る
全
て
の

人
と
世
帯
が

対
象
で
す
。
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

【注意】休日当番医・歯科医は変更になる場合があります。 ご確認の上ご利用ください。

土曜診療日

10 月の休日当番医

10月の休日歯科医
日 医療機関名 電話番号 市町村

５日（日） 長峯歯科医院 0242（29）4182

会津若松

12日（日） みやぎ矯正歯科 〃 （37）0418

13日（月） 武藤歯科医院 〃 （27）1678

19日（日） 目黒歯科医院 〃 （23）1182

26日（日） やたべ歯科医院 〃 （27）5791

日 医療機関名 電話番号 市町村

5 日（日）

二瓶クリニック 0242（58）3885
会津若松

こばり耳鼻咽喉科クリニック 0242（29）0800

有隣病院 0241（24）5021
喜 多 方

小野病院 0241（22）0414

荒井医院 0242（83）2224 会津坂下

12 日（日）

吉田内科 0242（27）0537
会津若松

やまうち整形外科クリニック 0242（85）7442

佐原病院 0241（22）5321
喜 多 方

医療生協 きたかた診療所 0241（23）3611

13 日（月）
スポーツの日

やまみこどもクリニック 0242（23）4115

会津若松七日町クリニック 0242（32）2411

県立医科大学会津医療センター 0242（75）2100

喜多方腎・泌尿器クリニック 0241（23）5531 喜 多 方

19 日（日）

手塚医院 0242（27）5618
会津若松

佐瀬皮膚科医院 0242（33）1122

有隣病院 0241（24）5021
喜 多 方

くまたクリニック 0241（28）1233

遠山眼科医院 0242（83）2011 会津坂下

26 日（日）

長谷川内科消化器科医院 0242（22）7180
会津若松

かべや耳鼻咽喉科 0242（24）4133

佐原病院 0241（22）5321
喜 多 方

高橋小児クリニック 0241（25）7066

心配ごと相談日

◆日時
　10 月７日（火） 、 27 日（月）
　各日午前９時～正午

◆場所
　老人憩の家

〈問い合わせ先〉
町社会福祉協議会
 ☎ 45-4259

納税・公共料金

◆水道料金・下水道料金
◆ケーブルテレビ使用料
◆インターネット使用料
　納期限　10月 10 日（金）

◆固定資産税第３期
◆国民健康保険税第４期
◆後期高齢者医療保険料第３期
◆介護保険料第５期
　納期限　10月 31 日（金）

   　   診療所の土曜・
    　   整形外科診療日

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

西会津診療所　☎ 45-4228

整形外科診療日（予約制）

聴覚障がい乳幼児子育て相談
　　　　　『みみちゃん教室』　

◎ことばを育むには早期からの楽しい関わりが大切です。
◎ お子さんの様子や相談内容に応じて、一緒に遊ぶ中
でコミュニケーションを促し、聞く姿勢や言葉を育
てるお手伝いをします。

◇とき　　月～金曜日　午前９時～午後４時
　　　　　※年末年始・祝日はお休みです
◇ところ　聴覚支援学校会津校内
　　　　　「地域支援センターみみらんど・會津」
◇対象　　きこえやことばに心配がある
　　　　　乳幼児とその保護者
　　　　　※こども園に通いながら利用できます。
　　　　　※小学生から高校生までの相談もできます。
◇費用　　無料
【問い合わせ先】福島県立聴覚支援学校会津校
　　　　　　　  ☎０２４２－２２－１２８６

令和７年度障がい者就職面接会
（会津若松会場）開催のお知らせ

　就職希望の障がい者と求人企業が一堂に会し、数
多くの面接の機会を確保し、障がい者の雇用の促進
を図ることを目的に開催します。
※参加する企業数は 30 社程度を予定しています。

◇とき　　　10 月 24 日（金）　午後 1 時～午後 4 時
◇ところ　　会津アピオスペース　展示ホール
◇その他　　事前に申込が必要です。
　　　　　　詳しくは問い合わせください。

　【問い合わせ先】
　ハローワーク会津若松　専門援助部門
　☎０２４２－２６－３３３３（部門コード 45 ♯）

象　　き
　　　 　乳
　　　　　※
　　　　　※小
◇ 助部門
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集集落落支支援援だよりだより

盆
踊
り
に
や
っ
て
き
た
武

蔵
野
大
学
の
若
者
た
ち
！

　

８
月
14
日
、
奥
川
で
行
わ
れ
た

盆
踊
り
。
去
年
同
様
、
今
年
も

武
蔵
野
大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
の
生
徒
た
ち
総
勢
20
人

（
！
）
が
、
お
手
伝
い
に
や
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

奥
川
に
住
む
地
域
の
皆
さ
ん
の

独
特
な
訛
と
早
口
に
即
順
応
し
、

会
場
設
営
か
ら
出
店
の
売
り
子
ま

で
幅
広
く
活
躍
。
最
後
は
み
ん
な

水
路
を
守
れ
！

夏
の
草
刈
り
人
足
実
施
！

　

７
月
27
日
、
奥
川
の
各
集
落
に

て
行
わ
れ
た
草
刈
り
人
足
。
今
年

も
福
島
大
学
の
学
生
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
集
ま
り
、
お
手

伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

過
酷
な
暑
さ
と
、
ハ
チ
や
ア
ブ

と
の
戦
い
、
重
い
フ
ォ
ー
ク
を

持
っ
て
道
な
き
道
を
進
ん
で
い
く

作
業
に
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
り
な
が
ら

も
、
集
落
の
皆
さ
ん
か
ら
「
本
当

に
助
か
っ
た
！
あ
り
が
と
う
！
」

と
の
声
を
も
ら
い
、
参
加
し
た
学

生
た
ち
か
ら
は
「
ち
ょ
っ
と
で
も

貢
献
で
き
て
良
か
っ
た
！
」
と
の

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
回
は
稲
刈
り
体
験
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　朝晩と昼の寒暖差が激しく、油断をすると体調を崩しやすくな
る季節になっておりますが、皆さん、元気にお過ごしでしょうか？
　地域おこし協力隊  集落支援担当の小松慎吾と申します。
　人足やボランティア、体験イベント、大学生の研修事業の運営
や相手先とのやり取り、また、奥川地域づくり協議会で、組織運営・
管理・会計などを担当しております（集落支援なのかな？）

地域おこし協力隊　集落支援担当地域おこし協力隊　集落支援担当

 小小
こま つこ ま つ

松松 慎慎
しん ごし ん ご

吾吾隊員隊員

今月の「集落支援だより」に関する問い合わせは、町役場企画情報課まで（☎ 45-2230）

伝
統
を
次
の
世
代
に　

大
聖
歓
喜
天
祭
礼
開
催
！

　

８
月
18
日
、
奥
川
の
極
入
集
落

に
て
大
聖
歓
喜
天
祭
礼
が
行
わ

れ
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
お
手
伝
い

に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
も
福
島
大
学
の
岩
崎
先

生
と
ゼ
ミ
の
生
徒
５
人
が
訪
れ
、

蕎
麦
や
岩
魚
の
塩
焼
き
を
楽
し
み

ま
し
た
。
こ
の
祭
礼
は
、
長
い
歴

史
が
あ
る
祭
礼
で
す
。
一
時
期
は

祭
り
自
体
が
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
平
成
28
年
に
な
ん
と
50
年
ぶ

り
に
復
活
。

　

我
々
若
い
世
代
が
、
こ
の
伝
統

を
二
度
と
絶
や
す
こ
と
の
な
い
よ

う
、
今
後
も
取
り
組
み
に
参
加
し

ま
す
！

▲結に宿泊する学生たち

で
盆
踊
り
に
も
参
加
し
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
笑
顔
を
も
た
ら
し
て
く

れ
ま
し
た
。

12
日
〜
15
日
ま
で
の
滞
在
期
間

中
は
、
限
界
集
落
の
可
能
性
を

テ
ー
マ
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
学
習
し
「
今
度
は
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
で
稲
刈
り
や
人
足
に
も
来
た

い
！
」
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
と
交

流
を
深
め
、
よ
り
一
層
、
西
会
津

の
魅
力
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
！

▲武蔵野大学フィールド

　スタディーズの皆さん
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わたしと、わたしと、あなたの“さすけねぇ あなたの“さすけねぇ 輪
わわ

 っ！”輪

感染症に
注意しましょう

秋の訪れを感じる季節の変わり目は、体調管理が重要です。

　感染症予防を心がけ、健康で快適な日々を迎える準備を整えま

しょう。感染症予防の基本は手洗い・うがい・消毒の徹底、咳エ

チケットの実践です。風邪症状がある場合は無理せず休み、早め

に受診をしましょう。

秋

高齢者インフルエンザ・
新型コロナウイルス感染症

　　　　　　　    ワクチン
　町では次に該当する人を対象にインフルエンザ・

新型コロナウイルス感染症の予防接種に係る費用

を一部助成しています。

　予防接種を受けることで、発症の予防や重症化

の予防の効果が期待できます。

対象者：接種日当日、町に住所があり

　　　　次のどちらかに該当する人

　　　　① 65 歳以上の人

　　　　②  60 ～ 64 歳で内部障がいにより身体障害

者手帳 1 級を所持している人

接種期間：令和 7 年 10 月 1 日（水）～

　　　　　令和 8 年 1 月 31 日（土）まで

実施場所：県内外の医療機関

　　　　　※かかりつけ医で接種してください。

自己負担額：  高齢者インフルエンザ：1,000 円

　　　　　　新型コロナウイルス：2,000 円

その他： 対象者以外の人への接種補助はありませ

ん。予診票は、健康づくり協力員より対

象者へ配付しています。接種期間内に 65

歳になる人には誕生月に郵送します。

　　　 帯状疱疹ワクチン
　　　　　本年度、帯状疱疹ワクチン接種対象と

なる人へ、4 月に予診票と接種の案内を配付して

います。

　接種期間は、令和8年3月31日までとなるため、

早めの接種をおすすめします。

【種類によって接種回数と自己負担額が異なります】

　◆生ワクチン

　　接種回数１回

　　自己負担額：2,000 円

　◆組換えワクチン

　　接種回数２回

　　自己負担額：10,000 円×２回

　　※２ヶ月程度の間隔を空けて２回目を接種

　なお、組換えワクチン（不活化ワクチン）を接

種した人は、２回目分の予診票を郵送します。

　１回目接種後に健康増進課までご連絡ください。

「わたしと、あなたの “さすけねぇ輪っ！ ”」に関する問い合わせは、健康増進課まで（☎ 45-4532）

し

　　　
　　　　

る人

予防接種の受け方
　 接種を希望する場合は、次の手順で受診してく

ださい。※町への申込は不要です。

　　①実施医療機関に確認・予約をする

　　② 事前に町から配付された予診票に必要事項

を記入し、接種を受ける

　　③ 接種費用として、自己負担金を医療機関窓

口にて支払う

　※ 生活保護世帯は無料となる手続きが必要です。

【注意事項】

・ 配付された予診票を必ず医療機関へ持参して

ください。忘れた場合は接種ができません。

　・ 希望するワクチンの在庫があるか、事前に医

療機関へ連絡してください。

　・ 県外の医療機関で接種した場合は、別に申請

が必要です。詳しくは問い合わせください。

　　◆予防接種は義務ではありません。

　 各種ワクチンの予防接種について

よく理解した上で希望した場合に

限り接種を行いましょう。
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本
ほ ん だ

多 宏
こうせい

成 隊員

◆私の夢――

　私は、 英語に関係する仕事をしたいと思ってい

ます。 小学５年生の頃から英語の塾に通い始め、

私にとって英語を勉強することは、 とても楽しいも

のになっていました。

◆努力していること――

　積極的に英検に取り組み、 少しずつ英単語の暗

記や文法の勉強をしています。

◆未来の自分に一言――

周りの人を大切にして、自分らしく生きてください。

［ 西会津中 ３年 ・ 生活委員長］

佐
さ と う

藤 結
ゆい

さん

聞いて！わたしの夢

■ まちの人口

　　　　　９月1日現在    　    （前月比）

人　口　 　５，２８３人　　 （－10人）

男 　 　２，５８９人　　 （－４人）

女 　 　２，６９４人　　 （－６人）

世　帯　 　２，４３６世帯　　 （－２世帯）

■ お誕生おめでとう

金澤　智
さと り

俐くん　圭太・恵美　　　黒沢　　

■ お悔やみ申し上げます

齋藤　ハツヱ（103)  正史　祖母　堀越

三留　孝英　（96）   一雄　 父 　上野尻

武藤　ハル子（98）　哲夫　 母 　柴崎

結城　ハル子（100)  和夫　 母 　小綱木

戸籍の窓口   
（８月受付分）

◆あなたのモットーは？

　いつも感謝の気持ちを忘れない！

◆最近感動したことは？

　息子たちが野球の新人戦で

　初勝利したこと

◆これからやってみたいことは？

　トイストーリーホテルに

　泊まりにいきたい　

◆次の方を紹介してください

Ｈ・Ｏさん

古
こ ま た

俣 涼
り ょ う こ

子 さん ［芝草］ 

今度ラーメン食べに

行きます！！

長谷川　夢樹さん（９月号）

からメッセージ

協力隊リレーコラム

町民バトンタッチ

　神奈川県出身。
大学ではマスコミュニケー
ション学などを専攻。
学生時代は、塾講師のアルバ
イトをしていた。

皆
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
！

　

本
年
度
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
西
会
津
町
に
着
任

し
た
本
多
宏
成
で
す
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
私
の
こ
と
を
見

か
け
た
、
と
い
う
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
と
し
て
ニ
ュ
ー
ス
に
出
演
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

は
、
取
材
先
な
ど
で
「
テ
レ
ビ
に
出
て
た
人
！
」
と
声
を
か

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

協
力
隊
に
応
募
し
た
際
の
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で
、
生
意

気
に
も
「
飯
豊
山
の
よ
う
な
高
み
に
辿
り
着
き
た
い
」
と
書

い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
山
は
標
高
を
十
等
分
し
て
何
合
目
と
呼
ぶ
の
で
す

が
、
富
士
山(

新
郷
で
は
な
い)

を
登
っ
た
際
、
八
合
目
あ

た
り
か
ら
が
大
変
で
し
た
。

　

翻
っ
て
、
今
の
私
は
仕
事
で
も
最
低
限
の
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
頂
上
ま
で
は
果
て
し
な
い
と

思
う
の
で
す
。

　

任
期
が
終
わ
る
ま
で
に
【
頂
上
】
に
辿
り
着
け
る
よ
う
、

町
民
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆趣味

　マンガを読むこと

◆特技

　バレーボール

◆熱中していることは？

　息子たちの野球の応援

　（会津西 BC 団員

　　募集してます！！）

◆自分を一言で表現すると？

　優柔不断

9 月 10 日撮影

そばの花（萱本地区内）

息子たち ・ 甥っ子 ・ 姪っ子たちと

リトルグリーンメンのグッズ！

　 　 リトルグリーンメンは学生の時

から大好きです。 子どもたち

みんな可愛くて大好きです。

ずっと仲良しでいてね♡

9 月 10 日撮影

そばの花（萱本地区内）
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　小野木好三は天
てんぽう

保５年（1834）11 月、奥川小
こや ま

山に二人兄弟の兄として生まれました。こ
の時期は大雨と冷害で、収穫は例年の 3割程度という大凶作が 8年も続き「天保の大飢

きき ん

饉」
と呼ばれ、多くの餓死者が発生した頃です。冷害被害の中心は東北地方でありました。こう
した時代、好三は 10 歳頃から吉田組郷

ごうがしら

頭宮城家の学塾に入り、書や読書を学び、祖父か
らは算術を学ぶ好学少年であったといいます。14 歳の頃、母が病

やまい

となり生業に戻りますが、
その母も 38 歳の若さで他界しています。この後の安政 3年 (1856)、好三が 22 歳の時、3
年ほど農具製作鍛

たんこう

工を学び自宅に鍛
か じ

冶工場を開きますが、加工機器盗難の不運に遭遇してい
ます。時代は江戸時代から明治の時代へと大きく変わろうとしている時でした。
　そのような中でも三春町から講師を招き養蚕を普及させ、果樹栽培の方法を学び、新たな
西洋型木

き じ び き

地挽機器の発明、西洋型馬耕機器のプラオやハローの製造など農具の改善などに取
り組んでいます。特に馬耕機器は県の推奨品としての扱いを受け普及をみせたといわれてい
ます。
　明治 14 年 (1881)、県農事会開設のため召集をうけ、安積農学校（開成山農学校）では「土
質による肥糞の適否や製造法」などを学び、翌年には東京において「稲作の改良法」や「農
具に関する理学」などを学んでいます。そうした中で「その事業起
こるところに身を置かなければ正当な解決はできない」ことを伝授
されます。これは好三の生き方に適

かな

うものでもあったと思われます。
　明治 25 年 (1892)、青森県上北郡稲作改良巡回教師に招

しょうへい

聘され、
同 28 年 (1895) には青森県庁職員として未開地の開拓・農桑事業に
尽力しています。退職後は八戸地方に「小野木村」の建設を志し移
住開拓に努めますが、不慮の災変により土地を渋沢栄一に売却して
撤退となりました。
　農学研究と新しい農法の指導や普及に徹した啓

けいもうか

蒙家の生涯は、明
治 42 年（1909）2 月、行年 75 歳をもって閉じられました。

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介
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文：矢部　征男

生涯を農業改良に奮闘した「小野木好
よしぞう

三」
     

編   

集   

後   

記

　

先
日
、
農
業
公
社
で
メ
ロ
ン
の
収
穫

作
業
を
す
る
と
連
絡
を
い
た
だ
き
取
材

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。　

　

最
初
は
、
土
の
上
に
メ
ロ
ン
が
沢
山

転
が
っ
て
い
る
畑
を
想
像
し
て
い
ま
し

た
が
、
な
ん
と
、
キ
ュ
ウ
リ
や
ゴ
ー
ヤ

み
た
い
に
ツ
ル
を
上
ま
で
伸
ば
し
て
栽

培
し
て
い
ま
し
た
。
初
め
て
見
る
メ
ロ

ン
の
栽
培
方
法
に
ビ
ッ
ク
リ
！

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
皆
さ
ん
は
、

約
３
ヶ
月
、
大
切
に
育
て
た
メ
ロ
ン
を

ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
収
穫
し
て
い
ま

し
た
。

　

来
年
も
メ
ロ
ン
栽
培
を
予
定
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
来
年
も
楽
し
み
で
す
ね
♪　
　
　
　

（
三
留
）

小野木好三   翁

  

今  

月  

の  

表  

紙

　

今
月
の
表
紙
は
、
一
般
社
団
法
人　

百ひ
ゃ
く
し
ょ
う

松
に
よ
る
稲
刈
り
作
業
か
ら
。

　

撮
影
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

    

  

今  
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